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（案）

令和６年度湯沢市一般会計・特別会計予算について

令和６年度の消費動向や地域経済は、コロナ禍からの脱却が進み、需要の回

復とサービス消費の持ち直しが期待される一方、人口減少や物価高騰による影響

により不透明かつ不安定な状態が続くことが予想されます。歳入のうち市税収入

につきましては、令和５年度と比較すると下回る見通しとなっておりますが、社

会保障関係費や人件費の増加が見込まれる中、国の財政支援による地方交付税等

の一般財源総額は、今年度を上回る額が確保されており、一定の財源を確保でき

る見通しとなっております。

歳出につきましては、学校給食費の無償化をはじめとする少子化・子育て支

援対策、産業振興の基盤強化及び脱炭素化の推進など、各分野において持続可能

なまちづくりに取り組む施策を展開する経費を計上しており、「第２次湯沢市総

合振興計画」後期基本計画の３年目にあたり、活力ある予算を編成しました。

１ 当初予算の規模 ※前年度比は、前年度当初予算との比較

・一般会計 31,360,000千円（前年度比 ＋2,781,000千円 ＋9.7％）

・特別会計 11,739,136千円（前年度比 ＋331,748千円 ＋2.9％）
・合 計 43,099,136千円（前年度比 ＋3,112,748千円 ＋7.8％）

２ 一般会計歳入の概要 ※前年度比は、前年度当初予算との比較

・市税収入は、4,097,624 千円（前年度比 △62,222 千円 △1.5％）

・地方交付税は、10,700,000 千円（前年度比 ＋200,000 千円 ＋1.9％）

・湯沢文化会館施設整備事業等に伴う地方債の借入は、3,999,737 千円

（前年度比 ＋1,600,296 千円 ＋66.7％）
・不足する財源については、財政調整基金 14.8 億円の取崩しにより対応。

（前年度比＋280,000 千円 ＋23.3％）

３ 一般会計歳出の概要

・「安心して子どもを生み育てられるやさしいまち」を目指す施策として、

学校給食費の無償化を実施。
・雄勝こまちＩＣ整備に合わせ、道の駅おがち及び周辺施設の整備による防

災機能の強化及び誘客と地域活性化の更なる強化。

・木質バイオマスストーブの導入、木質バイオマス燃料の購入に要した経費

の一部を補助することで脱炭素化の推進を図る取組。

・地域の身近な課題を住民自らが解決するなど、地域力の更なる向上を図り

引き続き「参加・協働のまちづくり」を推進する取組。
・本市の認知度向上を図り、外国人旅行者の誘客を促進する取組。

・国が示す標準仕様に合わせたシステムへ移行することで、市民サービスと

業務効率化の向上を図る取組。
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